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　牧
野
光
朗

ぼくの夢は、ロボットクリエイターです。
なぜかというと、ロボットに興味があって、
ロボットを作ってみたかったからです。ロボッ
トを作って、困っている人たちを助けられる
ようになりたいです。
もう１つ理由があります。高専に行って、ロ
ボコンに出たいからです。みんなと協力して何かを作るのはとて
も楽しいので、ロボコンに出たいです。
この２つの理由があって、ぼくはロボットクリエイターになりた
いです。

ロボットクリエイター

私
の
健
康
法
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皮
脂
欠
乏
症
と
は
？

先月の 遠山典宏 さん（南信濃）からのリレー

き
ま
た

げ
ん
と

木
股
玄
登
さ
ん
（
南
信
濃
）

そ
の 

１５７

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
地
域
人
教
育
」
の
成
果

平
成
24
年
度
に「
地
域
を

愛
し
、理
解
し
て
、地
域
に
貢

献
す
る
人
材
育
成
」を
目
指

し
て
、飯
田
Ｏ
I
D
Ｅ
長
姫

高
校
、当
市
、松
本
大
学
の
三

者
が
協
定
を
結
ん
で
始
ま
っ

た「
地
域
人
教
育
」は
、当
初

の
期
待
を
大
き
く
上
回
る
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。そ
の

一
例
が
、自
ら
地
域
の
課
題

解
決
を
考
え
行
動
す
る
生
徒

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
立
ち
上

が
っ
た
サ
ー
ク
ル
、ス
タ
デ
ィ

エ
ッ
グ（Sturdy egg

）で
す
。

1
月
9
日
に
そ
の
皆
さ
ん

か
ら
、全
国
高
校
商
業
研
究

発
表
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、少
子
化
や
冠

婚
葬
祭
の
簡
略
化
な
ど
を
背

景
に
需
要
が
減
少
し
て
い
る

飯
田
水
引
の
現
状
を
学
び
、

新
た
な
需
要
創
出
や
認
知
度

向
上
に
関
す
る
仮
説
を
立
て
、

実
践
活
動
を
通
じ
て
こ
れ
を

立
証
し
よ
う
と
し
た
研
究
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

実
際
に
大
会
同
様
の
プ
レ

ゼ
ン
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、大
変
充
実
し
て
お
り
、同

席
し
て
い
た
代
田
教
育
長
か

ら「
ど
う
し
て
こ
れ
が
最
優
秀

賞
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」と

驚
き
の
言
葉
が
出
た
程
で
し

た
。ス
タ
デ
ィ
エ
ッ
グ
は
創
設

か
ら
わ
ず
か
3
年
で
全
国
大

会
に
出
場
し
、並
み
居
る
常

連
強
豪
校
に
割
っ
て
入
り
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
訳
で
す
。

こ
の
発
表
は
1
月
20
日
の

学
輪
I
I
D
A
全
体
会
で
も

行
わ
れ
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た

大
学
の
先
生
や
文
部
科
学
省

の
皆
さ
ん
か
ら
大
い
に
注
目

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
。
突
然
で
す
が
、
み

な
さ
ん
は
カ
レ
ー
好
き
で
す
か
？

私
は
日
常
の
料
理
の
中
に
意
識
的
に

香
辛
料
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
、

唐
辛
子
。
さ
ら
に
は
、
ク
ミ
ン
、
タ
ー

メ
リ
ッ
ク
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
な
ど
の
イ

ン
ド
料
理
で
よ
く
聞
か
れ
る
香
辛
料
も

使
い
ま
す
。
香
辛
料
が
料
理
の
味
に
深

み
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
自
然
と
薄
味

に
な
り
ま
す
。

ま
た
私
は
現
在
南
信
濃
で
狩
猟
も
や

っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
獲
っ
た
鹿
の
お

肉
を
使
っ
た
鹿
肉
カ
レ
ー
の
試
作
も
し

て
い
ま
す
。
香
辛
料
×
山
肉
の
ス
ー
パ

ー
エ
ナ
ジ
ー
フ
ー
ド
で
す
。

『
香
辛
料
と
山
肉
を
食
べ
て
体
調
管
理
』

が
私
の
健
康
法
で
す
。

からさわ ひじり

柄澤 聖 さん
（上村小６年）

かみじょう ふみなお
市立病院　皮膚科

上條史尚  医師

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私たち、高崎経済大学地域政策学部河
藤ゼミナールと片岡ゼミナール24人は、
2017年8月23日から25日の3日間、飯田
市を訪れました。この3日間の研修では、
飯田の先端技術産業や食品加工業、まち
なかの取り組み、農業など、多彩な実践を
見学させていただきました。 
特に、私は地域ブランド化についての

研究を行っていたため、市田柿について
関心を持ちました。市田柿ブランド推進
協議会の方から、ブランド力を維持するた
めに基準を設けたり、新商品を開発した
りしているというお話をお聞きしました。
また、ごんべえ邑にて農家民泊をしま

した。箱膳でごんべえ邑の方の手料理を
いただきました。食事後は、いろりを囲ん
で宿泊先の方に飯田についてお話を伺い
ました。楽しそうにお話をしてくれる笑顔
が印象的でした。朝は朝食を一緒に準備
しました。とても心温まる体験になりまし
た。
飯田研修を通じ、飯田の産業、温かい

人々にふれ、とても魅力的な市であると
感じました。

ごんべえ邑の方と片岡ゼミ生

飯田研修を通じて

和久田 尚世
高崎経済大学地域政策学部３年

（静岡県浜松市出身）
な お よわ く だ

No.５４

学輪IIDA全体会でプレゼンした Sturdy egg

むら

２０１8.2.１［広報いいだ］13




